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学
院
史
編
纂
室
共
同
研
究
報
告

　

二
〇
二
一
年
度
の
共
同
研
究
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
宣
教
師
研
究
」

　

本
共
同
研
究
は
二
〇
一
六
年
度
よ
り
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
、
Ｊ
・

Ｃ
・
Ｃ
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
Ｃ
・
Ｊ
・
Ｌ
・
ベ
ー
ツ
各
宣
教
師
（
院

長
）
に
関
す
る
研
究
を
中
心
と
し
て
、継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
二
一
年
度
も
昨
年
度
に
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
世
界
的
な
拡
大
が
収
束
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
多
く
の
制

限
が
継
続
す
る
中
で
あ
っ
た
が
、
各
研
究
員
に
よ
っ
て
、
以
下
の
研

究
並
び
に
活
動
が
な
さ
れ
た
。

　

舟
木
讓
主
任
研
究
員
は
、
二
〇
二
一
年
が
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス

宣
教
師
が
逝
去
さ
れ
て
一
〇
〇
年
、
二
〇
二
二
年
が
「
大
学
昇
格
」

九
〇
年
と
い
う
年
を
迎
え
た
こ
と
を
意
識
し
た
授
業
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
下
記
の
よ
う
に
行
っ
た
。

１
．
経
営
戦
略
研
究
科
「
企
業
倫
理
」
講
義
「
関
西
学
院
と
キ
リ
ス

ト
教
―
関
西
学
院
の
草
創
期
と
日
本
―
」（
二
〇
二
一
年
四
月

一
七
日
、
一
〇
月
一
七
日
）

２
．
経
営
戦
略
研
究
科
「
会
計
倫
理
」
講
義
「
関
西
学
院
と
キ
リ
ス

ト
教
―
関
西
学
院
の
草
創
期
と
日
本
―
」（
二
〇
二
一
年
五
月

二
四
日
、
七
月
二
二
日
、
二
〇
二
二
年
一
月
二
九
日
）

３
．
共
通
教
育
科
目
「『
関
学
』
学
１
」
講
義
「
関
西
学
院
の
今
と

草
創
期
、
そ
し
て
建
学
の
理
念
」（
二
〇
二
一
年
四
月
一
二
日
）

研
究
テ
ー
マ

研

究

員

宣
教
師
研
究

○
舟
木
　
　
讓
（
院
長
・
経
済
学
部
）

　
池
田
　
裕
子
（
学
院
史
編
纂
室
）

　
神
田
　
健
次
（
顧
問
・
名
誉
教
授
）

　
Ｄ
・
Ｈ
・
デ
ル
ミ
ン
（
高
等
部
）

　
村
瀬  
義
史
（
総
合
政
策
学
部
）

　
森
田
　
由
利
子
（
経
済
学
部
）

関
西
学
院
の

戦
前
・
戦
中
・
戦
後

○
井
上
　
琢
智
（
元
経
済
学
部
）

　
岩
野
　
祐
介
（
神
学
部
）

　
辻
　
　
　
学
（
広
島
大
学
大
学
院
）

　
橋
本
　
祐
樹
（
神
学
部
）

　
本
郷
　
　
亮
（
経
済
学
部
）

　
古
川
　
　
彰
（
元
社
会
学
部
）

（
○
印
・
主
任
研
究
員
）
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４
．
共
通
教
育
科
目
「『
関
学
』
学
１
」
講
義
「
訓
令
一
二
号
か
ら

カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
参
画
へ
―
関
西
学
院
の
第
一
の

危
機
と
変
革
―
」（
二
〇
二
一
年
四
月
二
六
日
）

５
．
共
通
教
育
科
目
「『
関
学
』
学
１
」
講
義
「
関
西
学
院
の

高
等
教
育
機
関
へ
の
発
展
―
上
ケ
原
移
転
と
大
学
昇
格
―
」

（
二
〇
二
一
年
五
月
一
〇
日
）

６
．
共
通
教
育
科
目
「『
関
学
』
学
２
」
講
義
「
関
西
学
院
の
今
と

草
創
期
、
そ
し
て
建
学
の
理
念
」（
二
〇
二
一
年
九
月
二
七
日
）

７
．
共
通
教
育
科
目
「『
関
学
』
学
２
」
講
義
「
訓
令
一
二
号
か
ら

カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
参
画
へ
―
関
西
学
院
の
第
一
の

危
機
と
変
革
―
」（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
一
日
）

８
．
共
通
教
育
科
目
「『
関
学
』
学
２
」
講
義
「
関
西
学
院
の

高
等
教
育
機
関
へ
の
発
展
―
上
ケ
原
移
転
と
大
学
昇
格
―
」

（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
八
日
）

９
．
創
立
一
三
二
周
年
・
ラ
ン
バ
ス
宣
教
師
没
後
一
〇
〇
年
記
念
学

院
礼
拝
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
二
〇
二
一
年
九
月
二
六
日
）

10
．
創
立
記
念
礼
拝
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
中
学
部
）「
“I shall be 

constantly w
atching.

”」（
二
〇
二
一
年
九
月
二
七
日
）

11
．
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
礼
拝
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
“I shall be 

constantly w
atching.

”
―
見
守
り
の
も
と
に
あ
る
喜
び
―
」

（
二
〇
二
一
年
一
一
月
一
四
日
）

12
．
同
窓
会
神
奈
川
支
部
第
五
一
回
総
会
講
演
「
見
守
り
の
う
ち
で

受
け
継
が
れ
る
宝 

― I shall be constantly w
atching. 

―
」

（
二
〇
二
二
年
二
月
一
二
日
）

　

池
田
裕
子
研
究
員
は
、
二
〇
二
一
年
が
、
創
立
者
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン

バ
ス
没
後
一
〇
〇
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
軽
井
沢
で
発
病
し
て
か

ら
横
浜
で
亡
く
な
る
ま
で
の
最
後
の
足
取
り
を
資
料
で
確
認
し
、
実

際
に
自
分
の
足
で
辿
っ
た
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
関
西
学
院
で
の

葬
儀
と
遺
骨
が
神
戸
を
離
れ
る
ま
で
の
様
子
を
調
べ
、「
創
立
者
Ｗ
・

Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
終
焉
の
地
を
訪
ね
て
～
軽
井
沢
・
横
浜
・
原
田
の
森
・

神
戸
～
」
と
し
て
ま
と
め
、『
学
院
史
編
纂
室
便
り
』
第
五
四
号
に

掲
載
し
た
。
執
筆
に
当
た
り
、
Ｔ
・
Ｈ
・
ヘ
ー
デ
ン
の
日
記
（
エ
モ

リ
ー
大
学
所
蔵
）が
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
調
査
結
果
の
一
部
を『
母

校
通
信
』
一
四
八
号
（「
関
西
学
院
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
生
き
証
人
～
創

立
者
ラ
ン
バ
ス
没
後
一
〇
〇
年
目
の
邂
逅
～
」）
で
紹
介
し
、
同
窓

会
東
京
支
部
三
日
月
会
で
も
報
告
し
た
（「
関
西
学
院
の
真
実
：
没

後
一
〇
〇
年
を
迎
え
る
創
立
者
ラ
ン
バ
ス
の
実
像
を
探
る
」、
七
月

一
七
日
、Zoom

）。

　

ま
た
、
昨
年
夏
に
外
国
人
住
宅
七
号
館
、
八
号
館
、
九
号
館
が
取

り
壊
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、『
学
院
史
編
纂
室
便
り
』第
五
三
号
に「
七

号
館
の
ベ
ル
シ
ェ
先
生
ご
一
家
と
九
号
館
の
ブ
レ
イ
先
生
ご
一
家
」
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を
執
筆
し
た
。第
五
四
号
に
は
、『
関
西
学
院
史
紀
要
』に
書
い
た「
Ｗ
・

Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
が
日
本
か
ら
送
っ
た
最
初
の
報
告
書
」
に
対
し
寄
せ

ら
れ
た
、池
田
信
元
経
済
学
部
教
授
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
た
。

『
母
校
通
信
』
一
四
九
号
の
た
め
に
書
い
た
「
関
西
学
院
ス
ピ
リ
ッ

ト
の
生
き
証
人
～
高
等
商
業
学
部
か
ら
飛
び
出
し
た
天
才
作
曲
家
、

大
澤
壽
人
～
」
で
は
、
大
澤
の
才
能
開
花
に
Ｃ
・
Ｊ
・
Ｌ
・
ベ
ー
ツ

が
果
た
し
た
役
割
を
紹
介
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
秋
学
期
の
「
カ
ナ
ダ
研
究
入
門
Ｂ
」（
代
表
：
水
戸

考
道
法
学
部
教
授
）
の
授
業
で
、「
関
西
学
院
と
カ
ナ
ダ
」
を
テ
ー

マ
に
話
を
し
た
（
一
〇
月
五
日
、Zoom
）。
ま
た
、
金
泉
会
（
田
中

金
司
・
元
経
済
学
部
教
授
の
ゼ
ミ
生
に
よ
る
同
窓
会
）
か
ら
依
頼
を

受
け
、
一
九
六
五
年
卒
業
生
の
集
ま
り
で
、
ラ
ン
バ
ス
、
ニ
ュ
ー
ト

ン
、
ベ
ー
ツ
に
関
す
る
話
題
を
提
供
し
た
（
二
〇
二
二
年
三
月
一
九

日
、Google M

eet

）。

　

校
友
課
か
ら
は
、
二
〇
二
二
年
用
カ
レ
ン
ダ
ー
制
作
へ
の
協
力
を

求
め
ら
れ
、
二
〇
〇
九
年
四
月
か
ら
二
〇
二
一
年
三
月
ま
で
広
報
誌

『K
G T

O
D

A
Y

』
に
連
載
し
た
「
学
院
探
訪
」
の
中
か
ら
一
二
点

を
提
供
し
た
。

　

な
お
、
同
窓
会
か
ら
協
力
を
求
め
ら
れ
、
カ
ナ
ダ
の
関
係
者
と
交

渉
を
続
け
て
き
た
「
ベ
ー
ツ
院
長
の
足
跡
を
辿
る
旅
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
た
め
、
昨
年
に
続
き
今
年
も
実
施
で
き
な
か
っ

た
。

　

神
田
健
次
研
究
員
は
、『
関
西
学
院
史
紀
要
』
の
本
号
に
論
文
「
関

西
学
院
に
お
け
る
ア
ウ
タ
ー
ブ
リ
ッ
ヂ
宣
教
師
」
を
掲
載
し
た
。
ア

ウ
タ
ー
ブ
リ
ッ
ヂ
宣
教
師
は
長
年
に
わ
た
っ
て
学
院
に
大
き
な
貢
献

を
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、「
思
い
出
」
に
つ
い
て
は

語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
著
作
活
動
を
含
め
た
研
究
が
な

さ
れ
た
て
こ
な
か
っ
た
。
ア
ウ
タ
ー
ブ
リ
ッ
ヂ
宣
教
師
の
戦
前
の
学

院
に
お
け
る
貢
献
、
ま
た
そ
の
研
究
成
果
の
評
価
と
意
義
、
さ
ら
に

戦
後
の
神
学
部
再
建
へ
の
貢
献
、
そ
し
て
戦
後
の
学
院
復
興
へ
の
貢

献
な
ど
に
つ
い
て
論
述
し
た
。

　

ま
た
昨
年
の
九
月
一
九
日
の
神
戸
栄
光
教
会
創
立
一
三
五
周
年
記

念
礼
拝
に
お
い
て
は
、「
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
宣
教
師
の
使
命
を
心

に
刻
ん
で
」
と
題
し
て
、
学
院
の
創
立
者
で
も
あ
る
ラ
ン
バ
ス
宣
教

師
の
中
国
か
ら
神
戸
に
活
動
を
展
開
し
て
以
降
の
足
跡
と
そ
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
働
き
の
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
る
機

会
が
あ
っ
た
。
ラ
ン
バ
ス
宣
教
師
の
学
院
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の
一
一
月
一
二
日
に
福
岡
女
学
院
大
学
に
お
け
る
「
ミ
ナ
ト
神

戸
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
ア
ジ
ア
共
同
体
」
と
題
す
る
講
演
に
お
い

て
も
言
及
し
た
。
そ
し
て
昨
年
の
一
〇
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
学
院

の
宗
教
活
動
委
員
会
教
育
研
究
部
の
研
修
会
に
お
い
て
は
、「
関
西
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学
院
に
お
け
る
宣
教
師
の
存
在
と
役
割
」
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ

た
。
戦
前
に
お
け
る
北
米
か
ら
の
宣
教
師
の
役
割
が
、
戦
後
に
な
っ

て
徐
々
に
変
化
し
た
背
景
に
、
世
界
的
な
宣
教
師
理
解
の
変
化
が

あ
っ
た
こ
と
を
跡
づ
け
な
が
ら
解
明
し
た
。
そ
し
て
、
今
日
の
学
院

に
お
け
る
宣
教
師
の
在
り
方
や
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
、
質
疑
な
ど

を
通
し
て
理
解
を
深
め
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
他
、
大
学
博
物
館
に
お
け
る
貢
献
と
し
て
、
昨
年
の
九
月
か

ら
一
二
月
に
か
け
て
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
第
四
五
回
キ
リ
ス
ト

教
美
術
展
に
際
し
て
、
そ
の
図
録
に
「
“Im

age : Christ and A
rt 

in A
sia

”
に
見
る
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
美
術
」
と
題
す
る
論
攷
を
掲

載
し
た
。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
日
本
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
英
文
雑
誌
“Im

age : Christ and A
rt in A

sia
”
の
全
一
二
五

巻
に
お
い
て
、
表
紙
や
特
集
な
ど
で
扱
わ
れ
て
き
た
日
本
の
キ
リ

ス
ト
教
美
術
の
作
家
と
作
品
に
つ
い
て
論
述
し
た
。
こ
の
英
文
雑
誌

は
、
欧
米
で
も
評
価
が
高
く
、
宣
教
師
の
人
々
に
も
多
く
の
関
心
が

寄
せ
ら
れ
た
雑
誌
で
あ
る
。

　

村
瀬
義
史
研
究
員
は
、
Ｈ
・
Ｗ
・
ア
ウ
タ
ー
ブ
リ
ッ
ヂ
「
関

西
学
院
の
思
い
出
」（
原
文H

. W
. O

uterbridge, 

“KW
A

N
SEI 

GA
K

U
IN

 M
EM

O
RIES

”、
関
西
学
院
大
学
神
学
研
究
会
編
『
神

学
研
究
』
第
九
号
、
一
九
五
九
年
、
四
一
三
～
四
一
七
頁
。）
の
翻

訳
を
行
い
、
本
号
『
紀
要
』「
資
料
」
に
投
稿
し
た
。

　

宣
教
師
の
子
孫
と
の
交
流
に
関
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
海
外
へ
の
渡
航
な
ら
び
に
海
外
か
ら
の
入
国
も
大

き
く
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
年
度
も
具
体
的
な
交
わ
り
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
昨
年
度
の
本
号
『
紀
要
』
で
、

サ
ー
ロ
ー
・
節
子
氏
（
二
〇
一
七
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
団
体

ICA
N

の
創
設
時
よ
り
の
主
力
メ
ン
バ
ー
で
、
受
賞
記
念
講
演
も
担

当
）
の
来
日
延
期
に
伴
い
、
関
西
学
院
賞
な
ら
び
に
名
誉
学
位
記
を

二
〇
二
一
年
一
〇
月
七
日
か
ら
一
六
日
に
同
窓
会
が
準
備
さ
れ
て
い

る
「
ベ
ー
ツ
院
長
の
足
跡
を
辿
る
旅
」
の
中
で
授
与
式
を
実
施
す
る

方
向
で
あ
る
と
報
告
し
た
が
、
感
染
症
収
束
の
め
ど
が
つ
か
な
い
こ

と
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
二
〇
二
二
年
度
、
感
染
症
が
収
束

し
た
段
階
で
改
め
て
関
西
学
院
に
お
招
き
す
る
方
向
で
調
整
が
な
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
・
Ｗ
・
ラ
ン
バ
ス
宣
教
師
が
神
戸
で
最
初
に
居
住
さ

れ
た
居
留
地
四
七
番
館
に
お
い
て
、
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
宣
教
師

が
一
八
八
六
年
一
一
月
二
四
日
の
神
戸
到
着
二
日
後
に
読
書
館

（Reading Room

）
の
開
館
式
を
正
式
に
行
っ
た
こ
と
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
準
学
校
法
人
パ
ル
モ
ア
学
院
が
、
二
〇
二
一
年
三
月
末
を
も
っ

て
閉
校
さ
れ
、
法
人
解
散
手
続
き
を
経
て
二
〇
二
二
年
二
月
二
五
日
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の
清
算
人
会
に
て
そ
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
パ
ル

モ
ア
学
院
の
こ
れ
ま
で
の
働
き
に
感
謝
す
る
意
味
も
込
め
て
、
記
念

礼
拝
を
啓
明
学
院
と
関
西
学
院
が
共
催
し
以
下
の
よ
う
な
形
で
実
施

し
た
。
な
お
、
本
学
院
か
ら
は
、
村
上
一
平
理
事
長
、
藤
田
忠
弘
常

務
理
事
、
田
中
敦
学
院
史
編
纂
室
室
長
、
本
山
雅
子
学
院
史
編
纂
室

職
員
な
ら
び
に
舟
木
讓
院
長
が
参
列
し
た
。

　

な
お
、
パ
ル
モ
ア
学
院
で
保
管
さ
れ
、
関
西
学
院
に
寄
贈
さ
れ
た

Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
宣
教
師
の
遺
髪
を
啓
明
学
院
と
共
に
保
管
す
る

た
め
、
二
つ
の
保
存
箱
に
分
け
、
礼
拝
の
中
で
そ
の
一
つ
を
、
関
西

学
院
よ
り
啓
明
学
院
に
贈
呈
す
る
、
寄
贈
式
も
行
わ
れ
た
。

＊
パ
ル
モ
ア
学
院
創
立
一
三
五
周
年
・
法
人
解
散
記
念
礼
拝

日
時
：
二
〇
二
一
年
一
二
月
二
六
日
（
日
）
一
四
時

場
所
：
啓
明
学
院　

Ｊ
・
Ｗ
・
＆
Ｍ
・
Ｉ
・
ラ
ン
バ
ス
記
念
礼
拝
堂

司
式
：
舟
木　

讓　

関
西
学
院
院
長　
　

奏
楽
：
太
宰
ま
り　

関
西
学
院
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ
：
辻　

学　

啓
明
学
院
院
長
代
理　
　

式
辞
：
新　

尚
一　

啓
明
学
院
理
事
長

礼
拝
後
の
挨
拶
：
村
上
一
平　

関
西
学
院
理
事
長　
　

小
西
和
雄　

　
　
　
　
　
　
　

パ
ル
モ
ア
学
院
理
事
長
（
法
人
解
散
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
木　

讓
）

当日使用した礼拝式次第（除、賛美歌楽譜頁）
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「
関
西
学
院
の
戦
前･

戦
中･

戦
後
」

　

井
上
琢
智
主
任
研
究
員
は
、
神
崎
驥
一
第
五
代
院
長
の
伝
記
執
筆

の
た
め
の
基
礎
資
料
公
表
の
一
環
と
し
て
遺
族
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
神

崎
驥
一
筆
の
「
日
記
」
の
う
ち
、
前
号
に
つ
づ
き
一
九
二
〇
年
一
月

か
ら
三
月
ま
で
を
同
窓
で
あ
る
倉
橋
桃
代
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
翻

刻
し
、
可
能
な
か
ぎ
り
、
登
場
人
物
を
中
心
に
多
く
の
注
を
つ
け
、

神
崎
の
ア
メ
リ
カ
で
の
活
動
範
囲
を
示
す
地
図
を
付
し
て
、
本
誌
第

二
八
号
に
「
神
崎
驥
一
日
記　

二
」
と
し
て
投
稿
・
掲
載
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
四
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
向
日
庵
の
公

開
研
究
会
で
報
告
し
た
「〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
関
西
学
院
〔
高
等
学
部

文
科
〕
の
英
語
教
育
・
研
究
―
寿
岳
文
章
を
め
ぐ
る
人
び
と
―
」
を

基
礎
に「
関
西
学
院〔
高
等
学
部
文
科
英
文
学
科
・
文
学
部
英
文
学
科
〕

の
英
語
教
育
と
研
究
―
竹
友
藻
風
、
志
賀
勝
、
曽
根
保
、
岩
橋
武
夫
、

寿
岳
文
章
を
育
て
た
人
び
と
―
（
上
）」
を
本
誌
第
二
八
号
に
投
稿
・

掲
載
し
た
。
な
お
、本
稿
は
今
後
さ
ら
に
二
回
に
わ
た
り
（
中
）（
下
）

と
し
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
寿
岳
文
章
研
究
に
関
し
て
は
、
向
日
市
と
同
市
（
向
日

市
文
化
資
料
館
）
か
ら
業
務
委
託
を
受
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
向
日
庵

と
が
協
力
し
て
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、「
寿
岳
文
章 

人
と
仕
事 

展
」
が
昨
年
一
月
二
三
日
か
ら
三
月
二
一
日
ま
で
向
日
市
文
化
資

料
館
で
開
催
さ
れ
（「
生
誕
一
二
〇
年
記
念 

寿
岳
し
づ
展
」
も
同
時

開
催
）、
二
〇
六
六
名
の
来
館
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で

な
く
、
京
都
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
等
で
報
道
さ
れ

た
。
井
上
は
そ
の
『
図
録
』
に
「
友
情
・
勉
学
と
愛
―
寿
岳
文
章
・

岩
橋
武
夫
と
妹
静
子
―
」
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、
寿
岳
文
章
の
和

紙
調
査
・
研
究
に
焦
点
を
あ
て
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
二
〇
世

紀
の
和
紙
―
寿
岳
文
章 

人
と
仕
事
―
」
が
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め

Zoom

を
用
い
て
一
〇
月
一
六
日
に
向
日
市
文
化
資
料
館
で
開
催
さ

れ
、
日
本
か
ら
二
名
、
海
外
か
ら
三
名
が
報
告
し
た
。
こ
の
開
催
に

あ
た
り
、
日
英
語
の
講
演
録
を
作
成
・
事
前
配
布
し
、
ま
たH

and 

Paperm
aking N

ew
sletter

、International A
ssociation of 

H
and Paperm

akers and Paper A
rtists 

（IA
PM

A

）
な
ど
を

通
じ
て
海
外
広
報
に
つ
と
め
た
結
果
、
三
六
〇
名
の
参
加
を
得
て
実

施
で
き
た
。
井
上
は
そ
の
裏
方
を
務
め
た
。

　

な
お
、
現
在
関
西
学
院
大
学
博
物
館
で
は
、
寿
岳
文
章
な
ど
関
西

学
院
の
卒
業
生
の
「
人
と
仕
事
」
を
紹
介
す
る
特
別
展
示
会
を
本
博

物
館
で
開
催
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
上
琢
智
）




